
1 経営方針 

　

2 予算の概要

（1）業務の予定量

年間処理水量 10,614,200 ㎥

一日平均処理水量 29,080 ㎥

主要な建設改良事業

　イ　管路建設改良費 575,273 千円

　ロ　流域下水道建設負担金 271,714 千円

（2）収益的収入及び支出 単位：千円

令和4年度 令和3年度 増減率（％） 令和4年度 令和3年度 増減率（％）

1,346,238 1,300,961 3.5 1,750,599 1,732,088 1.1

984,000 980,000 0.4 242,316 169,103 43.3

362,012 320,605 12.9 25,470 26,186 △ 2.7

　その他営業収益 226 356 △ 36.5 140,429 156,545 △ 10.3

652,609 675,958 △ 3.5 410,000 400,000 2.5

173 152 13.8 932,383 980,254 △ 4.9

5,872 0 皆増 1 0 皆増

646,562 675,804 △ 4.3 126,024 152,361 △ 17.3

2 2 0.0 　支払利息及び企業債取扱諸費 81,399 107,936 △ 24.6

15,678 15,678 0.0 　雑支出 500 300 66.7

15,678 15,678 0.0 　消費税及び地方消費税 44,125 44,125 0.0

― ― ― 予備費 3,000 3,000 0.0

― ― ― 3,000 3,000 0.0

2,014,525 1,992,597 1.1 1,879,623 1,887,449 △ 0.4

（3）資本的収入及び支出 単位：千円

令和4年度 令和3年度 増減率（％） 令和4年度 令和3年度 増減率（％）

699,900 965,700 △ 27.5 888,512 1,216,021 △ 26.9

403,700 667,700 △ 39.5 575,273 904,075 △ 36.4

296,200 298,000 △ 0.6 313,239 311,946 0.4

負担金等 960 960 0.0 875,164 977,648 △ 10.5

　受益者負担金 960 960 0.0 875,164 977,648 △ 10.5

補助金 624,160 793,783 △ 21.4 128,427 128,416 0.0

　国庫補助金 75,565 148,400 △ 49.1 128,427 128,416 0.0

　都補助金 3,778 7,419 △ 49.1 ― ― ―

　他会計補助金 544,817 637,964 △ 14.6 ― ― ―

基金取崩収入 9,000 0 皆増 ― ― ―

　基金取崩収入 9,000 0 皆増 ― ― ―

その他資本的収入 128,264 128,264 0.0 ― ― ―

128,264 128,264 0.0 ― ― ―

1,462,284 1,888,707 △ 22.6 1,892,103 2,322,085 △ 18.5

（4）主な事業

　 ストマネ（管路施設）改築等委託料 466,681 千円

　 管路築造工事費 12,000 千円

　 ストマネ／マンホール改築工事費 11,500 千円

―

―

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額429,819千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額21,677千円、当年度分損益勘定留保資
　金285,821千円及び利益剰余金処分額122,321千円で補塡する｡

　受取利息及び配当金 　減価償却費

企業債 建設改良費

― 　予備費

合計 合計

区分 区分

　公共下水道債 　管路建設改良費

　流域下水道債

基金積立金

　基金積立金

　雨水処理負担金 　ポンプ場費

　総係費

営業外収益 　流域下水道維持管理負担金

令和4年度国立市下水道事業の経営方針及び予算の概要

特別利益

　その他特別利益

　他会計補助金 　資産減耗費

　長期前受金戻入 営業外費用

　雑収益

国立市下水道事業では、令和2年度に地方公営企業法を適用して公営企業会計方式を導入したことにより、公営企業の経営、資産等を正確に把握するこ
とが可能となり、公営企業の正確な経営状況や資産状況の把握、公営企業会計情報の活用を通して、より計画的な経営基盤の強化、財政マネジメントの
向上、住民ニーズへの迅速な対応に寄与することを目指します。

令和4年度予算における取組としては、現況に即した適切な維持管理に努め、国立市下水道プラン2020における施策のうち、施設の老朽化対策としてス
トックマネジメント事業を中心に行います。
　引き続き、市民の皆様に安定した下水道サービスを提供するため、より一層の経営の健全化に努めてまいります。

区分 区分

営業収益 営業費用

　下水道使用料 　管渠費

収入 支出

収入 支出

―

　その他資本的収入 ―

合計 合計

―

　無形固定資産購入費

企業債償還金

―

―

　企業債償還金


